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1970/74(A） 1975／7９ 1980/84(B） Ｂ/Ａ
ブルガリア 0.8 1.5 1.9 2．３８
チェコスロバキア 1.7 2.4 ３３ 1.94
東独 9.0 1７．８ 20.0 2.22
ハンガリー 2.2 ３．０ ４．９ 2.23
ポーランド 0.6 1.4 1.9 3．１７
ルーマニア 0４ 0.4 0.7 1．７５






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































クラウス 9２ ３１ 1２３
ピトハルト 2０ ３５ ⑨、
クシージュネツキー 4４ ２ 4６
ブレシュ ３９ ７ 4６計
1９５ 7５ 270























クラウス 7７ 3２ 109
ピトハルト 4６ 4３ ８９
計 123 7５ 198
誰にも投票せず ７７ ６ ８３
｢|塊 上|流
計
クラウス 8０ 3３ 113
ピトハルト 4４ 4０ 8４計
124 7３ 1９７
樅にも投票せず 7６ ８ ８４
ﾄﾞ院 ｣二院 計
クラウス 8９ 3２ 1２１
ゼマン 7８ ５ 8３
モゼロヴァー 2５ ４３ 6８
























クラウス ８５ 3３ 118
モゼロヴァー ３２ 4２ 7４
計 117 7５ １９２
誰にも投票せ１エ ８３ ６ 8０
rl淀 上|塊
計
クラウス ９５ 3２ 1２７
モゼロヴァー 2６ 3９ ６５
計． 1２１ ７１ 1９２
誰にも投票せず 7９ 1０ 8９
ﾄﾞ|塊 』も|淀 計






















ソコル ８１ 4７ 128
計 1９２ 7９ 2７１
誰にも投票せず ７ ２ ９
下院 上院 計
クラウス 109 3３ 1４２
ソコノレ 7８ 4６ 124
計 1８７ 7９ ２６６
誰にも投票せず 1２ ２ 1４
iぐ院 上院 計
クラウス 109 3０ 1３９
ゾコル ８３ 4６ 1２９
計 192 7６ ２６８






























政党粕 下|塊議席数 上院I離席数 ｌ■二■｜■Ｐ一一。－■■
社会民主党 7０ 1１ ８１
市価 民主党 5８ ２６ 8４




ElIll連合＝民主連合 1０ 1１ ２１




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ぬし のし ぬＬ 九Ｌと考えている。家には家の主、風121小屋には風呂'1,瞳の三1:、森には森の主、湖には水の?１Kがいる。
rbLI可も知らないという人でも、家や風呂に入る時に主にｉＡｉうべき商業のひとつぐらいはたいてい知っ
ている。少々知っている人は、子どもが夜泣きしてH1る時にどうするかというような子どもIHI係の
呪術や、生まれたばかりの牛や買ってきた牛を家に「鵬える」というような牛関係の呪術を知って
ぬＬ 庇し ぬし
いる。よく知っている人は､森の三lｴや水の主と付き合いがあると高われる｡彼らは主たちの助けで、
森から帰ってこない牛を兄つけたり、溺死者の辿体を取り戻したりする方法を知っている。１１kを治
療するかは人によって述う゜家族の治療のみで隣人さえその人が知っているとは知らない場合もあ
れば、かなり有潴で他の村からも病人がやって来る場合もある。呪術を知っている人は、「ズナハリ
aIIaxapb(男)／ズナハルカaZIaxapKa(女)」「コルドゥン】《oJmyI,（男）／コルドゥーニヤKoJmyuルチ，
（女)」などと呼ばれる二とがある。ズナハリを『[訳すると「(物１Fをよく）知っている人」である。
この言葉は醤im良いIﾖ的で呪術を使う人について誘う。描久(治療や迷子の牛探しなど、嫌A`な二と
を行う。本稿では物獅ｉとi沢すことにする。今回幼ねた物jiIliの家にはどニでもイコン（Ⅲ』像画）
ぬし
があった。治療その他はキリストや聖人の力、自然の三Iiたちの力を借りて行う。彼らの1V｣える呪文
には、しばしばキリスト教の祈櫛の文句が混在している。
一方コルドウンはiil訳すると「呪術を行う人」の愈味である。本稿では呪術師と訳している。呪
術師には良い呪術師も愁い呪術師も、またその両方行う新もいる。良い呪術師の役WIlは物知りと１ｋ
なる。悪い呪術師はしばしば反キリスト者としてiH；られる。結雄式は人生で最も呪いを受けやすい
時と考えられているが、扣待されずに気分を害した呪術mUによって呪術をかけられることが特に恐
れられた。ヴォドロゼロでは、結婚式に呪いをかけられて花嫁が病気になって死んだ、新郎新婦が
麹のような声で突然1mき出した、初夜がうまくいかったなどの話が採集されている[Ity3IlemEa
l997loだから結蛎式では呪術師は丁重にもてなされ、招待された呪術師は他の呪術H1liから新郎新
婦を守る役割を果した。イリイチが新郎新婦を守ったと」二述したが、彼も「呪術師」としてそれを
行ったのである。呪術を恐い倒的に使った者は死に際に苦しみ、なかなか死ぬことができないと言
われる。結婚式での悠さと死に際の苦しみが、呪術師をめぐる世111]話の主要なモチーフである。呪
術師と言われるのは男性の方が多いが、物知りは女性が多い。
－］３２－
しかし実際には、物知りと呪術師は明確に分けられてはいない。さらに、知っている人について
実際に語られる時、物知りや呪術師などという言莱よりも、ただ「ばあさん６a6H(a；６a6yIIINGa」と
呼ばれることの方がはるかに多い。これは、物知りも呪術師も職業的なものではなく、誰かに頼ま
れた際に好意で自分の持つ知識で手助けする、というような性格を持っているからだろう。病気や
何か困ったことについて話している時、「ばあさん」と言えば呪術を多少なりとも知っているばあさ
んを意味することは、ここに住む者ならわかる。ばあさんについての諮られ方は例えば吹のような
ものである。「子どもが泣いてばかりいるので、ばあさんを探しました。○○ばあさんは良く
知っていて、呪文をかけた水で袷してくれました｣。ひとりの人が諮り手によっては、ばあさんと呼
ばれることも、物知り、呪術師と呼ばれることもありうる。
宛Ｌ
ある意味で、呪術師や自然の三'三にまつわる民間信仰はロシアのどこにでもあると言える。しかし
ぬし地域によって性格は微妙に異なる。例えばヴオドロゼロ地域で語られる森の主の話にI土、次のよう
な筋がよく見られる。牛を森に放牧に出したが、何日たっても戻って来ない。飼い主はあちこち探
力ししまわるがどうしても見つからない。飼い主は森の主と付き合いのある呪術師に頼みlこ行く。呪術
師は森へ行き、森の茎に道を「11Nいて」くれるよう頼む｡すると、飼い主はすでに何度も探した場
所で牛を見つける。以iii探した時に見つからなかったのは、「閉じられていた」からである。地域別
の比較研究はしていないので断言できないが、上記のようなモチーフはこのあたりの語りに多いよ
うに思われる。
さて、ナターシャの語りを録音した後、私たちは彼女の生まれたヴォドロゼロのクガナーヴォロ
ク村に向かった。ベトロザヴォーツタから１時間半船に乗ってオネガｉＭの対岸に渡り、そこから１１エ
で走る。道路はもちろん舗装されていない。森の中を２時間弱走ると、ヴォドロゼロ湖のほとりに
出た。クガナーヴォロク村･は、この湖に突き出た岬の突端にある。クガナーヴォログとはフィン語
系のヴェプス譜で「スズキの岬｣、そこから約４キロ離れたナターシャの祖母の生地ケヴァサルマ村
は「春の海峡」の意である。なぜ春の海峡かというと、やはり湖に突き出たこの村･は春、大陸との
細い接続部が水に沈んで海峡になり、－時的に岬ではなく品になってしまうからである。
夜、村に到藩した私たちは、翌DliIバケツをもって湖にでかけた。ここには日本のような水道はな
く、給水車が巡回している。しかしそれだけでは生活用水は賄えないので､湖に水汲みに行くのだ。
湖に向かう森の小道を朝食代わりにブルーベリーを1ｺに入れながら歩いていく。時々、昔話で魔法
使いのおばあさんが使うキノコにも出会う。鮮やかなオレンジ色に水玉模様の入った美しい識キノ
コだ。湖の水で顔を洗い、水辺の石に腰掛けて紮色を眺める。湖に浮かぶ島の数は「１年の日の数
ともうひとつ」と言われているが、正確な数は誰にもわからない。ロシアの呪文はしばしば吹のよ
うに始まる。湖に島があり、鳥には一本の樹があり…そして樹の傍らには神話的な存在がいる。そ
れは朝焼けの乙女のこともあれば、聖母マリアのこともある。呪文では彼らに呼びかけ、願いを叶
えてもらう。湖に桴かぷ２０歩で一周できそうな小さな勘に一本の白樺が立っている、そんな風齪
は天上の楽園を思わせた。
－１３３－
ナターシャの故郷の村には、今も彼女の両親と弟が(l；んでいる。ナターシヤの母親はしきりに隣
人の嫉妬のせいで生活が恕い二とを私たちに訴えた。妬ましいという気持ち、妬ましいと思って兄
る視線が無意識に相手仁恕い彫響を及ぼすと信じられ、Ｍｉでも潜在的にこの力を持っているとされ
る。彼女によると、村中懇い人ばかりらしい。ナターシャの弟は数年iiiiに仕事を首になり、現在も
無職だ。首になったj3MlIlは、ｌｌｉｉき者で酒も飲まないから。彼がいると他の者の怠けぶりがI:I立つと
いうので追い出されたのである。ナターシャの母は何度も何度も、自分がいかにムラショフを気適
っているかを諮り、彼がI:1分の所に寄るのを心待ちにしていた。この村は１９９１年からヴオド、ゼ
ロ国立公園の一部となっているのだが、ムラショフは公M1の敏腕所長として村に入ってきた人物で
ある。年はまだ３０代)|きばといったところだろうか。公lUlMIIi没の際に采した功紙が認められ、糟<
してこの地位についた。二れが理由なのか、それとも村の男たちとは全く似ていないからなのか、
彼は村人に嫌われていた。村人の家に火をつけたという限も獺もない噂まで飛んでいた。新参者で
嫌われ者で、かっこの地域一稀の権力者ムラショフをしきりに擬うナターシャの母の姿から、また
よそ者である私たちに自分の別状を訴える様子から、二の家族が村人とあまりうまくいっていない
ことが伺われた。
ナターシヤの}ﾘ:親にもゆっくりインタビューしたかったが、彼女は忙しそうだった。牛がしきり
に庭で呼んでいるので、私たちは２日後に話を|Ⅲきに行く約束をして引き上げた。ところが２１;l後
に行くと、彼女はすっかり取り乱していた。ナターシヤから↑lLi禍があり、５歳になるナターシjYの
孫が原因不明の急摘で危筑だというのだ。この子の無ﾘﾄﾞを祈りつつ、母親の家を後にした。私は新
たな呪いの物語が始まったことを感じていた
４．自らの人生についてのナターシャの語り－資料
４－１ナターシヤの略歴
ナターシヤは１９５６年にヴオドロゼロのクガナーヴオロク材に生まれた。８年生の時に、あるこ
とがきっかけとなって、のちに夫となる隣村の蒋者と親しくなる。１５歳で専門学校入学のためにカ
レリアの首都ベトロザヴオーツクに移り、１８歳でjiUBを妊娠して結蛎する。２５歳の１１\にペトロザ
ヴォーツタ近郊のニュータウン､プチツニブァーブリカにﾘ|っ越す｡娘とふたり目の息子にも忠まれ
る。しかし．夫に愛人ができたことにより．７年前に離姉。２００２年現在４０代半ばで、３人の子ど
も、ひとりの孫と住んでいる。孫は離幡した息子の子である。娘も離蛎している。下の,Ｑ子は１５
歳。ナターシヤがこれまで経験した職業は、保母とＪ１[氷。現在は工場で働いている。彼女はIﾘlるく
おしゃべりで蕃愈にあふれる美しい女性だった。今回資料として提示するのは､２００２年８月現在の
ナターシャから見たI:Iらの人生についての語りである。社会主挺政櫛下に生まれ、Ｉ児術など(iiじて
いなかったと言う彼女の人』'二を無台に、多数の人ⅢIによって作り上げられた物語である。共同綱謙
者ｲﾘｲﾁの発言が入っているが、彼も他の物知りや超能力者同様､ﾅﾀｰｼｬに解釈を与える者
となっている。
－１３４－
呪いというテーマの性格上、本稿の名前はすべて仮名である。文中では便宜的に、話者と親戚関
係にある者の親族名称には「爺さん、壊さん、叔父、叔母」のように漢字で、親戚関係にない者は
「ばあさん」などのようにひらがなで表記した。限られた紙面の都合上、かなり省略しなければな
らなかった。また理解しやすくするために、出来る限り彼女の語り口を残しつつ、語りの順序の入
れ替えなどの点で手を加えてある。２字下げの小さな字は飛者の解説．丸括弧は補足、【Ｉ：】は
イリイチの発言、【Ｆ：】は筆者の発言である。便宜的に話題を区切り、番号をつけた。
４－２祖母の人生一呪いの始まり
ナターシャの語りは祖母の話から始まった。ナターシャは現在に至るすべての不幸の根源、呪いの根源
は、祖母の代にあると考えている。祖母は帝政ロシア末期の１９１２年にヴオドロゼロ地域のケヴァサルマ村
で生まれた。気の強い、しっかりした人だったらしい。ナターシャは全く謝らなかったが、共同調査者の
イリイチによると、祖母も少埒知っていた｡祖母は痂人と緒粥するが、戦争で寡婦となり、村で再脈する。
ナターシャの義祖父となったヴァーシャ爺さんは非常にやさしい人で、ナーターシャ兄弟を本当の孫のよう
にかわいがってくれたという。鍵祖父と祖母のIⅢには、ふたりの息子ユーラ、コーリャとひとりの娘がい
た.ナーターシヤは1956年に祖母の家から約４キロ離れた夕ガナーヴオロク付で生まれるが、すぐに弟が生
まれたこと、父親が酒飲みだった二となどの理由で祖母の元で育つ。ナターシャは、あまり年の変わら雄
いこの叔父・叔母たちと兄弟のように育った。
Olこれは家族に伝わるもので、すべては祖母から始まったようです。もしかしてそれ以前かもし
れません。祖母は２歳の時に母親を亡くしましたから。ネ11母の継母のことは私も覚えています。祖
lﾐﾉは孤児になり、そこからすべてが始まりました。私にはよくわかりませんが、そうなってしまっ
たのです。祖母の父親はとても厳しい人でした。以前どこでもそうだったように大家族で住んでい
ました。
０２以前は徒歩で放牧したものでした。祖母はシベリアまでも家畜を迫って歩いたそうです0．木材
にする木も切りに行きました。このイコン（聖像画）は祖母がシベリアのどこかから持ち帰ったも
のです。祖母が言うには何人だったか、たぶん６人だったと思います。リーダーの他はみんな若い
女の子でした。彼らは森で逆に迷ってしまいました。長いｉｌｌｌ森をさまよい、どうしても出られず、
もうみんな死ぬんだとあきらめかけていました。すると森の中で、おそらく以前礼拝堂があった場
所に行き当たったのです7゜そこら中草ぼうぼうで、丸太が帳がっていました。一体何だろうと思っ
て彼らは近づいてみました｡するとイコンがいくつもあったのです｡リーダーの男性が言いました。
「みなさん、ひとつづつ持って行きましょう。このままではイコンは朽ちてしまいます。もしかし
たら神様がここから出して下さるかもしれません｣。こうしてそれぞれイコンを取りました。祖母が
取ったのがこれです。その後すぐに森から出ることができました。道が見つかったのです。祖母は
イコンを持ち帰り、きれいに洗って一生大切にしました。
０３祖母は凧人に、つまり母の父親に嫁ぎました。母はムルマンスクで生まれました。母には妹が
ひとりいました。戦争（第二狄世界大戦）が始まり、祖父は家族をペトロザヴォーツクに移しまし
－１３５－
た。祖母から砲撃にあったⅡｻﾞのことを聞いたことがあります。ハ&から離れてまもなく（家族の吸っ
た）船が砲撃にあい、みんな水に投げ出されて…その時この小さな妹は風邪をひいて死んでしまい
ました。戦争が終わってから村に帰り、大家族で孫らしました。
O`ｌ（祖父が戦死してから）祖母がいつどうやって↑llllfが２度目の結蛎をしたかお緒しましょう。
戦争が終わり、村に戻りました。コルホーズで働かないといけませんでした。男たちもｌｉｌＩってきま
した。ヴァーシャ爺さん（のちにナターシャの義祖父となる人）が村に帰ってきたlllf、彼には菱と
まだ幼いふたりの息子がいました。祖母は妻と仲良しでした。しかし二れは祖母の罪なのかそうで
ないのか…。（この饗を含む一部の女性たちは）Iiilb後、もう子どもは産みたくないと･討って、夫を
一切寄せ付けませんでした。以iiijはそういうことがあったのです。しかしみんなまだ稚かった。祖
母は義祖父と付き合うようになり、のちに一緒に線しはじめました。ふたりは丘の上に家を巡てま
した。隣にはまだ古い家が辿っていました。ＩＭＩ妾とその・ｕ子たちは古い家に住んでいましたが、ふ
たりはそれにくっつけて新しい家を迅てました。今ではもう玄関のlIIj以外何も残っていません。
０５二二からすべてがはじまりました。ここで敵意が生まれたのです。【Ｉ：その家族でですか？】
私は祖母の元で育ちましたが、私が覚えている限り、カーチヤ叔母さん（義祖父の姉妹）はいつも
祖母を罵っていました。いつも、カーチャ叔母さんが何かしているのではないかという不安を感じ
ていました。私はiM:えているのは、祖母がiWl起きて雌牛を外に１１Iします。するとたちまちふたりは
村中聞こえるぐらいの大jiIrで怒鳴り合いを始めます。祖隊が家から物を投げ捨てます。カーチヤ収
母さんは、いつもこっそり私たちの家に何か世いていましたから8゜彼女はどうしても黙ってうちの
そばを通ることができませんでした。うちのそばを遡るHfには、柧母を興らずにはいられませんで
した。一生そんな感じでした。
０６祖母の豪には庭があって、錠祖父が窓辺に木をIiU[えていました。そのうちの一本の白樺がいつ
も軋んでいました。に111Iｻﾞを堀り起こすように何度も人に荷われました。根元に呪いがあると蘭うの
です9゜その木がだいぶ大きくなってから電気が引かれることになり、祖母の息子のコーリャが枝を
切り落としました。するとたちまちカーチヤ叔母さんは肯l:lになりました'0．手術のために病院に
行ったりしましたがどうにもならず、半盲目で残りの人生を過ごしました。鍵祖父が亡くなる時、
カーチャ叔母さんは初めて家に来て義祖父とお別れをしました。鍵祖父はとても穏やかな人で争い
を好まず、「頼むからけんかはやめておくれ」といつも商っていました。義祖父が亡くなったのは私
が２年生の時でした。ひどく寒い冬でした。
０７コーリャを峨後に兄た時、私は友達と一緒でした。私たちが歩いていると、彼がトラクターで
通りかかり、私に手を限りました。その時なぜか、この人を見るのはこれが最後になるだろうとい
う予感がしたのです。コーリャが行ってしまったので楓たちはまた歩き出しました。稗、３ｊｌ８１］
の祝日lniiiiで、もう雪は解けていました。私たちは蕊地まで行きました。村の塾地にでず。なぜそ
こに行ったのか、未だにi悦叫lがつきません。現在彼が葬られているお墓に行ったのです。そこでま
た何か不穏なものを感じて．恐くなって走ってうちにljl}りました。わけの分からない恐怖を感じま
一］３６－
した。
０８コーリャがトラクター迎'憐手としての訓練を終えたのは１７歳の時でした。正隊に入るまでの
期１１１)､村で働くことになっていました。彼は何かを感じていたようです｡夢を見たらしいのですが、
それがどんな夢だったか、ヴァーシャおじさん（隣人）に聞いてみて下さい。＝一リャは決して誰
にもしゃべらないようにと言って彼に話したのです。【［：コーリャが溺れるという夢ですか？】え
え、何かそういう夢です。ところでコーリヤはいつも私たちに言っていました。「僕はすごく興味が
あるんだ。湖の底まで行って、湖の中を全部見れたら。どんなおもしろいものがあるか、見てみた
いよ！」
０９【Ｉ：あなたのお祖母さんが私にこんな話をしてくれました。＝一リャが溺れ死ぬ前に昼間機
になっていたら、突然窓をたたく音がしたらしいです。「そこにいるのは誰？」と尋ねると、突然大
蝿Ｌ
きな大きな頭ｶﾎﾟ大きな窓全面をふさぎました。もじゃもじゃの水の主でした。お祖母さんはギョッ
山Ｌとしました。その時「l可しに来たんだ？」と尋ねていたら、水の主は答え-ていたでしょう。そして
；んし「元いたところにｌｉｉＩれ」という呪術的な文句を言っていたら、水の主は立ち去ったでしょうに。ま
たは未来に起こることを教えてもらうこともできたかもしれません｡つまり、予兆はあったのです。
それからもうひとつ夢に関してです。サーシヤ・ムィシキン（ナターシャの祖母の兄弟）が溺れ死
ぬ前、スハーノヴァ（よく知っている近所のばあさん）は、知らない男たちがやって来てこんな二
とを言う夢を見たらしいです。「湖には良い働き手がいないんだ。働き者を補充しなきゃならん｣。
そしてサーシャが溺れたのです｡】サーシャはとても働き者でした。【Ｉ：サーシャとコーリャには
共通点があります。酒を飲まずによく働くところです。彼らはとても早く、たくさん働きました。
まるで何かに急かされているかのように。まるで、人生がもうあまり残されていないかのように｡】
ぬＬええ、ふたりは親戚ですから。【Ｉ：酒飲みは水の主の働き手になることばないと言わｵしています。
酒飲みはこっちでもあっちでも用無しなんです。こういうことは４０年に１度起こります。ヴォド
ぬしロゼロ湖には水の主がふたりし､るのですが、それぞれが（犠牲者を）自分のものにするのです。私
山しば本で読んだのですが、それによると、もし人が溺れ死んだら４０年１１１]はその魂は水の主のところ
にあるらしいです。でも４０年経ったら吹のサイクルがあるのか、また地上に戻るのか、神の元に
召されるのか、またはどこかに行かされるのかわかりませんが、魂は水から出ないといけません。
するとまた別の人が溺れることになります。また働き者で酒を飲まない人が選ばれます】・うちの家
系は御魔のように、男はみんな溺れて死んでます゜【Ｉ：その通りですね｡】（祖母と住んでいた）こ
の家はいつも何か不気味な感じがしました。特に「ゴールニッツァ」と呼ばれていた部屋と屋根鰹
で…。そこには何か魔物が住んでいました。私は今でもこの家の屋根裏を見ると背中に何か感じま
す。【Ｉ：誰かが見ているような感じですか？】ええ、何かいやなものがいるのです。祖母と一緒に
その足吝を1Ｈ１いたことだってあります。誰かが天井を歩いているみたいな音でした。
10祖母は普段から自分で水汲みをしていました。なぜならコーリャは誰の頼みも断らないやさし
い人で、当時トラクターの技術を持っている人は少なかったですし、何か運んでほしいと頼まれる
－１３７－
といつも手伝っていたからです。この人には薪を、あの人には干硴をという具合に。それで時１１１１が
無いから、祖母はいつも自分で水汲みに行っていました。イドのことで、まだ雪が残っていました。
その日は彼が水汲みに行きました｡水汲みから帰ったコーリャが言いました｡｢お母さん､見て！そ
こら中に灰が撒かれてる！」道と氷にあけた（水汲み川の）穴の周りが灰だらけ12だったのです。
祖母はもう彼を水汲みに１１Iしませんでした。祖母はこれはカーチヤ叔母さんの仕業だと茜っていま
す。たぶん彼女の911です。【Ｉ：お祖母さんへの呪いがコーリャに行ったということですか？】そう
です。カーチャ叔母さんは柧母が水汲みに行くと思っていたのに、彼にかかってしまったんです。
以下が、灰が撒かｵL、奇妙な夢を見るというUl)1ﾐﾘFがあってまもなく起こったことである。
1lうちの犬が一晩１１述吠えしていました'3．コーリャはいつもこの犬を連れて行ったのですが、
その日は置いていきました。彼はどうしても行きたがりませんでした。氷が惑いと言ったり病気に
なったりして｡何かを感じていたようです｡(氷の張った)湖を渡って４トンの塩をjuiぷ仕91Fでした。
漁師が向こうで取ったj1nが腐らないように、塩潰けにするための塩です。当時、塩をmliぶヘリコプ
ターは飛んでいませんでした。出かける時にコーリヤは商いました。「帰りは道を通らず、述うとこ
ろを通って帰るよ｣。もし轍に沿って走っていたら溺れることばなかったでしょうに｡【Ｉ：そうで
しょうね｡】帰りはもう１１が拝れていました。近くの村.の人は凡ていました。トラクターのモーター
音が突然聞こえなくなり、ランプが消えるのを…。【Ｉ：どのあたりでですか？】コスコリ゛ルマ村
のあたりです。壇を迎んだlii}り、コーリャはひとりの女Ⅱ:のために干草を繭んでいました・行きは
彼女は怖がって述幡台に座りませんでしたが、帰りはみんながそこに座るよう言ったので彼のそば
に座っていました。トラクターが突っ込んだ時、他の人は飛び降りましたが、ふたりは取り残され
ました。女性が見つかったのは，ｏ日後、コーリャが兄つかったのは’５１２'後でした。
１２当時私は６年生でした。１９７０ｲFの二とです。つらかったです。家ではみんな泣いていました。
私にとっても大きな蝿失でした。祖母が納屋でIｕえごとをしたり、何かしたり鈩彼が見つかるよう
に何者かに呼びかけていたのを覚えていますＩ.,。以I1Ii村ではどれほど多くの男たちが溺れ死んだこ
いしとでしよう。私は覚えています。岸に行って水のＥｌｉか他の何者かに呼びかけているのを。溺死者が
岸に流れ藩いた時の二とも。コーリャのためにも何かが行われ、その後見つかりました。辿体を返
してくれるような存在がいたのです。まず女性が見つかりました。同じ場所で彼女の夫も（以前）
溺れ、父親も溺れ、彼女自身も溺れて５人の子どもが残されました。潜水夫に発見された時、コー
リヤは湖底の泥のDIIで助手席の側に立っていました。女性を助けようとしたのでしょう。でも彼女
は彼がひとりで逃げると思ったのかもしれません。彼の賜所に座っていました。コーリヤは立った
まま、，IiLが出るほどきつく唇を噛みしめていました。辿体が迎ばれてきた時、まだＩＩＬがiMiっていま
した。
１３ところで子どもの頃、私はとても長い髪をしていました。当時、ポロニアリポン'5がはやって
－１３８－
いて、私もこのリボンをつけていました。＝－リヤが引き上げられた時、みんな船若場に走って行
きました。遺体は防水布で包まれていました。みんな近寄りましたが、誰にも見えないようになっ
ていました。でも私はとても好奇心が強くて、怖いけれど好奇心が勝ったのです。覗き込んで見ま
した。誰も通さないようになっていたのですが。さて、検死のために遺体をプードシIDまで運ばな
いといけません。何かで手足を縛るよう言われました。手はもう何かで縛られていましたが、道中
ぐらぐらしないように足も縛らないといけません。その時、祖母の姪のドウーニヤが私の髪からリ
ボンを取ったのです。この時のことははっきりと覚えています。私のリボンで遺体の足が縛られま
した。私は何も言えませんでした。リボンが惜しいからだと思われるかもしれないからです。私は
黙っていました。親戚はみんな泣いていてそれどころではなく、誰も気づきませんでした。誰か忘
れましたが女の人が、そんなことはしてはいけないと言ったのですが。【Ｉ：そのとおりです。それ
はいけません｡】
１４彼が葬られてからどんなに苦しんだことでしょう。言莱では言い表せません。経験した者でな
いとわからないでしょう。春になったとたん、私は１４歳でしたが、ＩｉＩ分の居場所が見つけられな
くなってしまったのです。自分に何が起っているのか全く分かりませんでした。彼が死んで１年経
っても、学校から帰ってご飯を食べていると気分が悪くて悪くて、今にも気が狂うんじゃないかと
いう感じなのです｡胸が破裂しそうで､押しつぶされそうで゜その時から私の頭ﾘiiiが始まりました。
それはそれはひどい頭痂でした。１３年間も苦しめられました。生きるに生きられず、死ぬに死ねな
いという状態でした。私が結婚して長男を生んでからも、＝－リャはどこにいても私を呼び、夢に
出てきました。家には全くいることができませんでした。特に納屋には入れませんでした。ものす
ごい恐怖を感じるのです｡私は未だにお基に立つのが怖いです｡お基に行くと彼が夢に出てきます。
彼が死に装束で横たわっている夢を見ると、決まって悪い平が起こるのです。誰かが死んだり…。
【Ｉ：家族Iこですか、それとも村にですか？】家族にです。彼は死んだ人をみんな私の所によこし
ました。死んだ人はみんな私を呼びに来ました。彼は私を、自分の所に述れて行きたがっていたの
です。
１５でもそのリボンは後になって見つけました。【Ｉ：見つかったんですか？】見つけました。私
は何もわかっていませんでしたが､リボンが遺体と一緒にお墓に入ってしまわなくて良かったです。
【Ｉ：もしそうならあなたは生きていないでしょう｡】そしてもし良い人が助けてくれなかったら、
こ二にはいないでしょう。神様はやはり私を助けて下さっているのです。私は祖母の象の問りを箒
で掃いていました。その時にリボンを見つけたんです。しばらく見て、拾わずに捨ててしまいまし
た。【ｌ：素手で触りましたか？】覚えていません。見つけたことだけは覚えていますが。でもたぶ
ん手にとって見たと思います。多分､手にとりました。【Ｉ：でもそれは、もうそんなに危険な物で
はありませんね。リボンを見つけてから頭揃は消えましたか？】いいえ、のちにある人が拾してく
れるまで、彼の死後１２年以上も頭痂で苦しみました。私は今でも頭痛持ちです。でも当時は何か
異常でした。生きるに生きられず、死ぬに死ねないという状態でした。【Ｉ：（ナターシヤの頭の両
－１３９－
脇に両掌をかざして）jjHはちゃんとあります。指をjlil付ような感覚がありますから。私は以Iiil、ｉｎ
子に呪いをかけられた女性に会ったことがあります。jjHに手をかざすと、あなたの場合は指をilil]す
ようなものを感じますが.その人は空っぽなのです｡まるでjiiiなしで生きてるような感じなんです｡】
私はさんざん苦しめられましたから、そのせいかもしれません。【Ｉ：全く正常です｡】
１６＝－リヤの葬式のIMF、ドイツで正務に就いていた彼の兄のユーラが帰って来ていました。さて、
基地でのお別れでお辞催した時のことです。ユーラの州子が虹穴に藩っこちてしまったので弓i-。
【Ｉ：何ということ！】これは恐ろしく縁起が悪い､州子を拾ってはいけないとみんな蔵いました。
【Ｉ：ひどく懇い｡】しかし彼は耶人です。どうやって州子なしで1iI[隊に帰れるでしょう？そんな
わけにはいきません｡強火に陣りて稲子を拾う羽I;lになりました｡彼は＝－リャの後を追いました。
【Ｆ：亡くなったんですね？】殺されたんです、レニングラードで。ひどい殺され方だったようで
す。彼にもたくさん（IIILいが）かけられていました。彼にITlE妾がいたのですが、その叔母は何でも
知っていました。レニングラードに住むオールド・ミスでした。彼の葬式に行った時…［ｌ：変の叔
母が呪いをかけていたのですか？】そうです。すっかりわかったんです。
１７祖母はコーリャを亡くしてから、家にいられませんでした。ウクライナにいる娘の所にずっと
行っていました。でも祖lij:はここにもそこにも、どニに淵ち粋くこともできませんでした。池いて
ばかりいました。氷が通ざかっていく頃、祖母は水辺に行き、顔を洗いました。そしてⅡを思いま
した。私は当時幼稚Mdで働いていて、子どももまだ小さかったのですが、何度も猫院にお兄郷いに
行きました。この時助けてくれたのが、プチツェファープリカに住む女性でした。彼女は献医で教
育もありました。水を伝わってきた丹薙にかかったんだと茜われました。誰かが祖母に丹iIAを送り
込んだのです。もう少し早ければ治せたでしょうに。二うして#11母は盲目になりました。祖母はijlZ
き続け、一生息子たちを恋しがっていました。
ここまでのIMIりで、カーチヤ叔母さんが祖趾にかけようとした19山がコーリヤにかかって彼1ｔ溺死し、
それがナターシャの恐ろしいjiIWiiの原因となり…という｝し合につJII：がっている｡リーターシ･ﾔのllkMIにもカ
ーチヤについて熟れたところ、彼女は我々一家をめちぺ，<Iパにしたが、神罰によって盲nになり、その
息子も行目になり、蝉は気が狂ったと語った。
４－３子どもの時代の出来事一犬の乳首
１８子どもの頃のことで二んなことを覚えています。村では子どもはみんな、バンにマーマレード
を塗ったものを持って遊びに行ったものでした。ある']大勢でトロフィーモプ家に遊びに行くこと
になりました。みんな平に手にパンを持って歩いていきます。ところがトロフィーモフ家の大きな
犬が私のパンをパクリとやって、鼻をバリッとひっかいたのです。鼻から1mが出て、おかしな光jlt
ですが､実際はおかしいなんてもんじゃありません｡その家の子が私を呼びました｡｢入っておいで、
お婆ちゃんが血を止めてくれるから｣。そのばあさんは何でも知っていました。恐いﾘﾄﾞもたくさんし
ました。全く恐ろしいばあさんで、みんな怖がっていました。
－１４０－
１９私がもっと小さかった頃、夜`'1に|]をあけると．そのばあさんが私の上で何か【Ⅲえていたのを
覚えています。側は夢遊病みたいに役'１１に飛び起きて走り回る子どもでした。何かをlIiがっていた
のか、もしかしてイスプグUTだったのかもしれません。わかりません。でもその時は（ばあさんの
I児文のおかげで）すっかり治りました。
2Oそのばあさんが（犬にワ|っかかれた時）｢i'1世したと思います？傷からはliLがⅡ｛て、私は泣き
わめいていました。まだ小さかったものですから。【［：誰だって油くでしょう｡】ばあさんはタバ
コから紙を一枚ﾘ|き抜き、広げて嘘をつけて傷口にあて､十字を切りました｡すると鑓ができたの
です。こことニニと（鼻の上下左右４箇所）十字に妬ができたのです。触るとり１１１いですし、ひどく
醜いので、私は雌でたまりませんでした。学校でＩｔｌＬの子が、疵を凡てははやし立てました。
２１コーリャが溺れる前かそのｲﾄﾞの二とだったか、そのばあさんが亡くなりました。彼女はなかな
か死ぬことができませんでした。彼女が死んだ夜、私は妹と同じ部歴で寝ていました。すると典っ
11＃Ｍの中でものすごい強い風が吹いて煙突がうなり､煙突の蓋が11Ⅱいたのです｡私は怖くて怖くて。
［Ｉ：まさかｌＩｌｌ<なんて１そんなことができるのは呪術だけです｡】必死で母を呼びました。母は
起きて来て言いました。「－体何をわめいているの、気違いみたいに？」「お母さん、私とってもlili
いの！」次の1Jの１１ﾘl、顔を洗った時にはまだ疵はありました。ばあさんはちょうどその時間に死に
ました。朝には疵はあったのです`，学校へ行きました。すると友逸が高うんです。「ナターシャ、あ
んたの洸はどこにいったの？」秘は顔をなでてみ讃した。見て1ざさい、全然跡形もないでしょう？
【Ｉ：消えたんですね！何にもありません。ばあさんが死ぬ時、Ｉ:１分の呪いを持って行ったんで
弓１－ね｡】突然iiiえたんです。（他の）ばあさんたちの〃fに行ってその二とを話すと、「大の乳首」を付
けられたんだと蘭われました。私を引っかいた犬の乳首を付けられたんです。彼女は恐いことをた
くさんしたせいで死ぬ二とができませんでした。魔物が受け入れなかったからです。【Ｉ：それで呪
いを解かざるを１１ﾄなくなったんですね｡】ええ．１１㎡物が呪いを解くよう言ったのです。「お前に何で
ナターシャが必要なんだ、あんなことしてはいけなかったのに！」って言って。燃突がうなって雛
が１Mいたのはそれだったのです。【］：信じられない！】私は大聾びしました。疵がなくなったなん
てl古じられなくて、鏡を見て泣きＭ１したぐらいです。私は友途と北を探しまわりました。本のNIIや
机の中も見ましたが、どこにもありません。一体どニに消えてしまったのでしょう？訳がわかり
ません。Ｗｌには砿かにあったのですから。
４－４ナターシャの結婚生活一姑の呪い
ナターシャが８年生の時の二とである。彼女IrMルノ〕子に人気があったが、誰のことも111手にしていなか
った。ところがクガナーヴォTIク付の船肴場で友iiiと遊んでいる時､ひとりの若者がふざけて彼女をつか【ｋ
え、頬にキスした。ナターシャはひどく驚き怯え、キスされてし波っ上からにはもうil1liのところにもお蝋
に行けないとＵい込み、これをきっかけにふたりの友１１Vがはじまる,，心臓癌のせいで後が母WLに愛さｵLて
いないことをj〔I]ったナターシャI;IE深く同Wiする。111瓶（197`1年Ui）でjtlIlを妊娠する猶で、ふたりI土挙せ
な交際を続ける。このIllIナターシャはＨ年生を終え、医療専門学校の試験を受けている。試験には失敗し
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てひどく雅ら込むが、幼稚側で仕JIFを見つけてしばらく働いている。のちにペトロザツォーツクの別の山C
ltIl学校に入り、卒業して上記の鰐者と総妬することになる。
ナターシャと姑の不nll土､litたる嫁姑関係ではない｡ナターシャはクガナーヴォロ夕村11Ｗであるという
理由で姑に雌われたらしい。姑は他所出身の嫁がよかったのである。姑はポスチロヴォ付111身で、ナター
シヤが籍州した当時すでにクガナーヴオログ材に移っていた。姑と元好クガナーヴオ'コク材に住んでいた
者との1111にトラブルがあったことが想像される。
２２私の結幡生活がどんなだったかというと、これにはすべて姑がかんでいます。結姉式で（姑に
呪いを）かけられたようです。私はA1i鹿なことをたくさんしてしまいました。以IifIはこういう二と
（呪術）は(高じていませんでしたから。どうして私たちはこうなんでしょう？【】：そういう'1キ
代だったんですよ｡】花嫁衣裳をⅢ通していたのですが、式当日まで姑はそれを自分の手元に世いて
おくよう要求しました。【Ｉ：それだけは絶対に駄目です。その衣装に（呪いが）かけられていたん
でしょう。針か何かが刺してありませんでしたか？'8】わかりません。気をつけて見ませんでした
から。色んなことが起こり始めました。あの時呪いがかけられたようです。妊娠している時にかけ
られると、呪いは子どもに行ってしまいますよれ。【Ｉ：ええ｡】争いが絶えず、私には悪いことば
かり起こるようになりました。いったい何年苦しんだと思います-か？私の道はどニもかし二もＭＩＩ
ざされていました。仕事も見つかりませんでした。姑は私たちを噛み殺すかのようでした。手紙を
1M:いてくるのですが、５枚の使誕に延々と脅し文ｲﾘが並んでいました。「絶対に別れさせてやる、あ
んたたちは絶対に一緒に暮らせない」って。
２３産院でのことですが、私は.u・子のために新しい産若を揃えていました。それなのに姑と夫の姉
は私から子どもを取り上げて、すっかり着替えさせてしまいました。あんまり古びて色あせたポロ
だから恥ずかしかったですＩ9。（産|塊から出た後）彼らは私に子供Nl石鹸を持って来ました。１９７５
年当時は、子供mlの石鹸だけでなく何もないＩＩｆｌＵｌでした。【Ｉ：物不足でしたから｡】私は母乳で育
てていました。私は（それが呪いだということに）全く気づきませんでした。夫の姉から石鹸を手
渡されました。私は受け取ってliUtいておきました20。【【：石鹸輔には入っていませんでしたか？】
入っていませんでした。【Ｉ：それは良かった｡】良かったじゃありません。その晩私は意識不明で
捕院に運ばれたんですから。胸の病気でした。【ｌ：ナターシヤ、もし石鹸箱に入っていたら、あな
たはもうあのlU:にいるところでしたよ聾!｡】姑たちはあらん限りの方法で私に危害を加えてきました。
手術をしましたが、何があったと思います？ただの乳腺炎なんかじやありませんでした。胸の内
部にフルンケルが、つまり腫れ物が11l来ていたのです。【Ｉ：北ロシア、ヴオログダ州ではこういう
のを「瘤を据える」といいます。まあこれは外側にできた腫れ物のことですが｡】きっと姑たちの仕
業です。退院する時．医者に（呪術を知っている）ばあさんを探すよう言われました。私の胸は奇
妙な状態でしたから。穴がいくつもあって、押さえると膿が流れ１Ｍします。この時は私たちの察の
すぐそばに住んでいた、親戚のドウーシヤ婆さんが助けてくれました。彼女は呪文を唱え、炭で（傷
口のまわりを）ぐるっと書いてくれました。「ナターシャ、もう切ってしまってるから効くかどうか
わからないけど」と言ってましたが、効きました。のちにこの脈れ物は目とかあちこちにできまし
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たが、その時も論してくれる人がいました。
２４息子は３回死にかけました。（呪いが）息子に行ったようです。息子は死んでいてもおかしく
なかったのですが、その時も神様が（良い人を）送って下さいました。父の姉妹のヴェーラ婆さん
です。彼女も寮の近くに住んでいました。いい婆さんで人助けをしていました。息子は腐敗症、つ
まり血の病気で死にかけていました｡梨中治療室で１日中点滴がつけられていました｡私は泣いて、
どうか命だけはと神に祈っていました。医者にはこう言われました。「あなたはまだ若い。子どもは
また産めるでしょう。息子さんのことはあきらめて下さい｣。秘は１８歳でした。これはみんな姑が
したことなのです。【Ｉ：私もそう思います｡】ヴェーラ婆さんは（呪文を唱えた）水を用意して言
いました。「医者の言うことをllIlいちやいけない。この水で子どもを洗ってやりなさい、この水をか
けなさい｣。医者には非難されましたが、私は言われた通りにしました。【Ｉ：塩でなく水だったん
ですね.】ええ、瓶に入った水でした。言われた通りにすると、息子はとても長い111]眠りましたz2。
【Ｉ：長く眠ったのは良かったです｡】吹の朝､女医は息子がまだ生きているのに驚いて言いました。
「どういうこと？もうとっくに離安室だと思ってたわ！」こういうことを経験させられたのです。
２５姑はヴオロビーハ（村で有名な呪術師）と仲良くするようになりました。彼女はとてもよく
知っていました。夫の実家へ行った時、向こうではもうお茶が用意されていました。姑は「あんた
はここに座りなさい、あんたはそっちに」という具合に席につかせました。ヴォロビーハも座り、
楓たちを見ました23．それ以来、夫が暴れるように、私を殴るようになったのです。姑はヴオロピ
ーハにたくさんIMIり物をしていました。姑は私たちを別れさせたがっていて、ヴォに'ピーハはその
頼みを聞いていたようです。夫はそこでお茶を飲みました。（しばらくして）家に帰りました。とこ
ろが窯に入ったとたん、彼は靴を脱いでその靴で私を打ち始めたのです。【’：殴ったんですか？】
嫉居のところから私に飛びかかって来たんです。まるで野獣でした。ああ、－体どれだけ呪われ、
苦しめられたことでしょう！でも神様が私を守って下さいます、助けて下さいます。【［：神は正
しい、助けて下さる｡】もちろん誰にでも罪はありますし、私も罪深い人間です。でも誰かに悪意で
もって何かしたことは一度もありません。だから助けて下さったのでしょう。今でも助けて下さい
ます。しかし多くのことを耐え忍ばなければなりませんでした。
２６息子の話はまだ続きがあります。息子が一命を取りとめ、もうすっかり良くなった頃のことで
す。姑がうちに来ました。その時何を息子に食べさせたんでしょう？息子の耳から何かが流れ出
すようになったのです。息子が学校にあがるまでに、私がどれだけ色んなばあさんのところに通っ
たと思います？【Ｉ：ひどいるいれき（3oJIoTyxa）ですか？】何だったかわかりません。医者も誰
も拾せませんでした。耳から紐のように出てくるのです。雪がとけて消えるまで、引っ張ると腐っ
たものが紐になってⅡ}て来ました。あんなものは見たことがありません。引っ張っても引っ張って
も紐のように出てくるのです｡【Ｉ：雪が消えるまでですね？】ええ､すると自然に治ります24｡【［：
これもあなたの家の誰かがしたんでしょう。】姑の仕業です。うちに来た時に息子に何か食べさせた
のです。私は台所にいたので見ていませんでしたが。私は袷せる人を探し回りました。そんな時、
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また神様が助けて下さったようです。リボンの時に助けて下さったのも神様でしたが。オーリャば
あさんという人がいて、彼女もとてもよく知っていました。（ナターシヤはオーリヤばあさんが病気
で不自由していた時に偶然知り合い、彼女が呪術を知っているとは知らずに親しくなる)。ばあさん
は私に尋ねました。「なんであんたの息子はいつも稲子をかぶってるんだい？」「耳が捕いんです｣。
その時は何も言いませんでしたが、次に会った時に言いました。「誰かがあんたの息子にいいことを
してくれたようだね。あんたの姑は魔女だよ。小さな子どもにこんなことをするなんて。神罰が下
るだろうよ」「どういうことですか？」当時こんなことは信じられていませんでした。こういうこと
は隠されていたのです。【Ｉ：ソビエト時代ですから｡】彼女は言いました。「何かの脳味噌を使った
ようだね。烏の脳味噌かもしれない。脳味噌に何かして子どもに飲ませたんだ。子どもの脳味噌が
すっかり流れてしまうように｣。ぞっとしました。どんなに心配したことでしょう。オーリヤばあさ
んは息子を袷してくれました。
２７それからばあさんは私をじっと見て言いました。「あんたはひどい頭；iii持ちだね」「そうです、
ひどく痛みます｣。寮に住むようになっていましたが、そこでも（溺れて死んだ）コーリャが私を引
っぱり、呼ぶのです。あんまり怖くて．部屋にいても廊下側の扉はいつもllIlけっぱなしにしている
ぐらいでした。次に会った時、ＩＨＩかれました。「昨日はどんな夢を見た？」「コーリヤがまた夢に'1｝
てきました。私を呼んでいます。もう耐えられません」「洗礼は受けているかい？」「いいえ几私は
教会に連れて行かれました。初めて教会に行ったのです。彼女は私に、まず死老のために蝋燭を供
えるよう言いました。私は蝋燭に火をつけて供えました。コーリヤが安らかであるようにと。とこ
ろがまるで誰かが吹き消したみたいに、死者のために供えられていた蝋燭がみんな消えてしまった
のです。気味が悪くなって彼女を見ました。彼女は十字を切り、長い間何かお祈りをⅢ昌えていまし
た。それから私に言いました。「すぐにお母さんに電話しなさい。向こうで食事をしてもらって、そ
こで使ったテーブルクロスをはらわずに、パンぐずがついたままのを丸めて送ってもらいなさい｣。
私は母に電話しました。母も当時何も信じていませんでした。私はとても気分が悪くて、どうして
もそれが必要なんだと説明しました。母は言われた通りにクロスを送ってくれました。オーリヤば
あさんは私の服を脱がせて水とクロスの入った棚に座らせ、私を洗いました。上から下までお祈り
で洗ってくれました。私につけられていたもの（呪い）を洗い流してくれたようです。もしかして
死者を洗うような感じかもしれません。【Ｉ：違います。食Z1Fを並べたテーブルは教会の宝座と同様
に聖なるものです｡その聖性が移ったクロスで洗うのは､聖水で洗うのと同様の効果を持つんです。
私はこれについては良く知っていますから｡】それから彼女は教会で洗礼を受けさせてくれました。
息子にも洗礼を受けさせるように言うのでそうしました。
２８その後すぐに夢を見ました。「夢を見たかい？」と彼女にluHかれました。他にも何かしてくれ
ていたのかもしれません。私は特に信じていたわけではありませんでした。でも自分は信じていな
いとか、こんなことはばかばかしいとは言いにくかったので、言われた通りにしました。そしたら
コーリヤの夢を見たのです。＝_リャは白いシャツ姿で、寮の窓からものすごい憎々しげな御で私
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を睨みつけていました。佃恐の'二lで睨みつけて、そしていなくなりました。それ以来、彼は来なく
なりました。秘は少しずつ太って健康を取り戻しはじめFこした《、
その後、このオーリ･Ｉ,ばあさんはナターシャに娘が生;腱』Lろと-1rfi｢し、そのi、りになる。夫I:tとて!)娘
をかわいがった。ある時彼女は夫と共に娘をつれて夫の拠家に行くが、またしても姑に呪いをかけられ､
娘の目が脇れ上がる。隆行に兄てもらうと、角砿にトラクターで〕上ったような筋がついている二とがわか
る。医者はなすすべがなかったが、オーリャばあさんは浴縦することが-ごきた。
４－５ナターシヤの離婚一愛人の呪い、ジプシーの呪い、夫の呪い
夫に愛人ができ、彼が何''二もナターシャと愛人の１１１１を行ったり)I〔たりしたことにナターシャItl＃し11)ら
れる。以下はこの1111のiu稚な岱鞭を物語っている。ナターシ･VIrk、Ｉﾖ分たちを雛離させようとした人は襖
数いると考えている。姑、炎の鍵人、そしてジプシーたちで＃，ろ。隣人たちの妬みもl劉係しているらしい。
二うして、ふたりは愛し合っていたのに呪いによってリ|さ裂かれたという話になっている。
２０長男の耳の病虹の時はオーリャばあさんが治してくれましたが、娘が耳の病気になったIIfはマ
ルーシヤばあさんが論してくれました。いいばあさんでした簿妹の同級生の祖偉にあたる人です。
一度しか会ったことがありませんが、その時彼女は商いました。「夫があんたにひどいことをするん
だね」「そうです、ひどい膝らしです。いつもいつもひどいⅡ:打ちを受けています」「今晩うちに１１１１
まっていきなさい。夜にお蕊に行きましょう。夫がひどいことをしなくなるように、ずっとあんた
のそばにいるようにしてあげるよ。あんたは幸せになれるよ班｣。私はどうして言う二とをlll1かなか
ったのでしょう？別に急ぐ二ともなかったのに、Illlかザに)11}って来てしまいました。
３０私はまた病気になりました。オーリャばあさんは『『いました。「ナターシャ、あんたの姑はど
れだけひどいことをすれば気が済むんだろう！あんたの写真が玄110の下に埋められている2G゜と
二ろで姑の家の近くに嫌はあるかい？」「ええ、あります」「森に行きなさい。近くにひどくiIiLんで
いる木があるはずだ。風もないのにiIiLんでいる木が．その木の下にあんたのすべてのIﾘﾋいとすべて
の不幸がある。行って切り倒しなさい。根元からすっかり`，そしたらすべてが良くなるから。牒迎
に生活できるようになるから｣。脳は言うことをｉｌｌ１きませんでした。【ｌ：聞いておけば良かったの
に｡］若かったですし．何Miiじてなかったんです。心の中で半分笑っていました。オーリ.1．ばあさ
んはこんな二とも首っていました。「あんたの姑はいろんなことをしたけど、誰よりも「1分の.Ｕ子を
宮している。あんたは杵汕に森らせるようになるだろうけど、.g､子は苦しむだろう｣。その』、りにな
りました。
３１アリョーナばあさんﾕ7は当時、「姑は自分の望み（離雛させること）を遂げるだろうが、良い死
に方はしないだろうよ」と誼っていました。後に姑Itjiliが愛になりました。頭が変になって排inす
るようになったのです。魔物にⅡfばれていたに違いiIbりません`，姑はそこ（森）をいつも排iliIして
いました。いつもそこで兄つかりました28.
32夫は私を愛していました。私はそう感じていましたし彼は今でもそう言います。でもオーリ
ャばあさんは、「夫はあんたを愛してる、でもIjil時に州むようされている」と言っていました。その
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通りでした。私の誕生日のことです。当時娘はまだ赤ん坊でした。姑はそれまで誕生日に何かくれ
たことなどなかったのに､その年は砂糖漬けのクラウドベリーを夫の姉妹に持たせてよこしました。
私は料理を用意しました。当時まだ寮に住んでいました。さて、みんなで飲んで食べてしたのです
が、夫の姉妹たちは誰もそのクラウドベリーに手をつけようとしません。その頃には私もちょっと
は頭を働かせるようになっていました。食ｴﾘF中勧められましたが「今は欲しくないわ」と言ってお
きました。彼らが食べないなら私も食べません、ところが夫は食べてしまったのです。それでどう
なったと思います？夫の目がだんだん異常に、気違いみたいになって、いきなりテーブルをつか
んだかと思うとバーンとひっくり返しました。獣みたいになってしまったのです。夫は皿から鏡か
ら食器棚からすべて割りつくし、一緒に撮った写真も全部破り捨てました。私は長男を辿れて廊下
に逃げ出しました。でも娘は家の中です。夫の姉妹はすぐに帰って行ったので、私たちだけが取り
残されました。なぜこんなに野獣化してしまったのでしょう？私は殴られて束の廊下の端から端
まで吹っ飛ばされました。痩せていてたったの４０キロしかありませんでしたから。男の人が廊下
に出てきてくれたのですが、夫を押さえることができません。私は裸足で逃げました。【１＄そんな
風に呪いをかけられるなんてiⅢいたことがありません｡】私は夫に追いかけられて寮の周りを逃げ回
りました。どうしても娘に近づけません。その後、どうにかしてドアを壊してもらって娘を連れ出
しました。夫は２階の窓から飛び降りてどこかへ行ってしまいました。後でオーリヤばあさんに言
われました。「食べてはいけなかったのに｣。でもどうしろって言うんでしょう？「食べるな」な
んて言えるわけがありません。私だって知らなかったんですから。
３３私は離婚届を出しました。もうこれ以上苦しめませんでした。でもどうやって生活すればいい
んでしょう？私は保母として働こうと思いました。何とかして生活しないといけません。夫は一
週Ⅲj帰ってきませんでした。－週間後に帰ってくると、冷蔵庫の食べ物もお金も全部持って行って
しまいました。夫はいつも私に言っていました。「お前を愛している、お前が誰のものにもならない
ように、まずお前を殺して自分も死ぬ」って。こんな状態でしたから、それは怖かったです.【Ｉ：
ほとんど気違いだ｡】彼が帰ってきたらどうしようと思いました。うちには錠がありませんでしたか
ら、机でドアをおさえ、枕の下には金槌まで世いていました。彼は言いました。「自分は何をするか
わからない、これは魔女（姑）のせいなんだ。ナターシャ、これはみんなあいつのやったことなん
だ。お前には言うまいと思っていたが、（実蒙に）ｌｉ}った時、赤ワインを飲まされた。その瓶には塩
か砂糖か、何かが底にたまっていた。それを飲んでしまったんだ：9．お袋が、こういうのが店に売
ってるって言うから｣。姑はいつも、夫を私から引き離そうとしていました。夫も苦しみました。彼
が出て行った時、私は彼を失うことに恐怖しました。もう生きていられないと思いました。そんな
時にあなたが、ナジェージダ・ニコラエヴナ30のことを教えて下さったのには本当に感謝していま
す。彼女は私を助けてくれました。もし助けてくれる人がいなかったら、あの世に行っているとこ
ろでした。私にも彼に対する「乾きの呪い31」がかけられていたようです。彼は好き故題していま
した。右に左に遊び歩いていました。しばらくして夫は我に返り、私に３人目の子を産むよう言い
－１４６－
ました。私を手放したくなかったのです。もう遊び歩かないと言うので言いくるめられてしまいま
した。
３４さて、夫と一緒に寮を出て引っ越してからのことです、家畜を飼うようになったのですが、そ
れで妬まれることになりました。みんな、私たちの暮らしがとてもいいと思ったのです。私はいつ
も明るかったですし、子どもの峡も行き届いて、すべてがうまくいっていたからです。どれだけ邪
視されたかわかりません32.
35私たちは家が持てるようになったのをとても喜びました。もう寮住まいでなく、こんなに広く
て、２ＤＫでしたが。新居祝いをしました。ちょうどその時、新しいクラブがオープンしたばかりだ
ったので、その女性（新居祝いの招待客のひとり）が言いました。「みんなでクラブに行ってらっし
やい｣。若いので連れだってクラブへ行きました。彼女に留守番を頼んで。そのロは１０月革命記念
日でした。戻ってきた時、彼女は奥の部屋で寝ていました。子どもたちは眠らずに走り回っていま
した。彼女はソファーを部屋の隅に移動させていました。まるで棺抓を置くみたいに。棺桶は部屋
の隅に置きますよね。そのソファーで寝ているのです。彼女は家に帰って行きました。次の朝、夫
と掃除を始めました。すると何があったと思います？家には白いタオルがあったのですが、それ
に結び目が作られて部屋の四隅に低いてあるじゃないですか。タオルをほどくべきか、ほどかざる
べきかわかりません33．私はがっくりして泣き出してしまいました。タオルを染めて大きい方の部
屋でほどきました。私たちはそこでは（普通に）暮らせませんでした。この家では朝の５時に（何
者かに）揺さぶられて、家から飛び出したことだってあります。のちにひとりのザオネージエ（オ
ネガＩＭＩ北部）出身の女性教師が、たぶん私を憐れんでくれたのでしょう､助けてくれました。彼女は
ウオッカを１本買ってくるよう言いました。それをザオネージエに持って行って、何かしたようで
す。ウオッカを家の四隅に注ぐよう言われました。ウオッカには呪文が込められていました。彼女
ぬし
が言うには、タオルの結び目は家の主（ⅡoMoEoii）を苛立たせるためだったとのことです-.結び目
血し ぬＬで壁をたたし､て家の主を苛立たせ、寒の主が私たちの幕らしを邪魔するよう仕向けていたのです。
３６私たちの間には以iiiIからin裂が入っていたのですが、夫は自ら出て行ったのではありません。
また（呪いが）かけられていたのです。iiiの家では姑にやられましたが、そこでは誰か私をとても
妬む人がいたのです｡夫は遊び歩いていました｡彼女(夫の愛人)も色んなことをたくさん知っている
女で、そういうことをしていたようです。たとえば私が家に帰ると、剃刀が錠前とドアの取っ手に
jljllしてあるんです。かと思えば何かが撒かれていたり。ある時は、それが最後で、彼が出て行った
春のことです。畑の（垣根の）杭が雪の中から引き抜かれて、湿っている力を上にうちのドアに立
てかけてあるんです38。ぞっとしました。私は触りませんでした。そこへ夫が仕叫から帰ってきて、
ぶつぶつ言いながら杭を捨てました。間もなく彼は出て行きました35ｏ
３７その春は悪いことばかり起こりました。６年前のことです。職場ではリストラにあい、病気に
もなりました。腕がこんな風に（力が入らなくてだらりとした感じに）なってしまったんです。こ
の時はヴェーラ婆さんが私にオイルを作ってくれました。腐敗症で息子が死にかけた時に（呪文を
－１４７－
1V]えた）水をくれた人です《汀彼女はオイルを作ってくれて111｢いました。「このオイルを（山部に）す
り込んで犬に舐めさせiI直さい。野良犬に。もし犬が死んだら呪いだったって二とだ｣。【］：「犬の老
い」という病気です｡】隣の犬が死にました。かわいそうなことをしました。でも私の腕は良くなり
ました。やはり呪いだったのです。【Ｉ：「犬の老い」です。もしも犬に移さなかったら．小さな子
どもも墓場行きにするような病気です｡】
３８夫が出て行った時、もう生きていられないと思いました。秘は首吊り紐に引き寄せられました。
そんなことしたいわけではないのに、「やってしまえ」と（Mf物が）ささやくんです。紐に引きMfせ
ヴコーーヶられる時には、枝瀞をIMiの部分に差し込むと良いと茜います'16．私はそうせずに自ら戦う努ｿJをし
ましたが｡でも彼なしには生きていけませんでした｡私はIﾖ分の居場所が見つけられませんでした。
家からは追い立てられるようでした。どこへ行ったらいいのか分かりません。夜は街にいる妹のと
ころに行って寝かせてもらいました。自分の家では眠ることも何もできません。村にh}れぱ何とも
ないのですが。でもしばらくすると、どこにいても耐えらｵLなくなりました。生きるに生きられず、
死ぬに死ねないという状態でした。うちに来た人はみんな商いました。「ナターシャ､あんたの家は
死臭がするわ」って。ヤールグバのアリョーナばあさんがうちに来てくれた時には、私の雑しみは
もう限界でした。彼女は識いました。『こんな家に住めるはずがない。だって死体が躯がってるじゃ
ないか！」彼女は何か1Ｍえて、を描いて歩き、言いました。「床を洗いなさい、死者のいたと二ろか
ら外へ流してしまいなさい:ｌ７｣。私はその通りにしました。【］：死者のすぐ後に洗うというのはど
うやることですか？】「どうやって死者のすぐ後に洗うのですか？」と私は尋ねました。lIlIVllからド
アに向かって、みんな１１}て行くように洗うのです。
３９アリョーナばあさんは後に、（初めて知り合いにjuLれられて彼女を訪ねた時のことについて）
言いました。「あの時あんたはもう半分あの世に行ってたよ。もしあの時来なかったら、もうとっく
にあの世だろうね｣。【Ｉ：あなたには３つの基からI似った土が後ろから投げられていたのですか？
38】基士が投げられていたのは夫の方です。アリョーナがそう言いました。彼が私や子どもたちに
対して（心が）冷えるように、歩いている時に後ろから蝋｣二を投げられたんです39．実際彼は全く
私たちからそつぼを向きました。【Ｉ：あなたには何がされていたんですか？半分あのＩｕだったん
でしょう？】まだ夫が家を出て行ってしまうiiiIから、夫はちょくちょくあの酒飲み（夫の愛人）と
会っていました。ふたりは私をこの世から消すことに決めたようです。なぜかというと、彼女（愛
人）が後になって妙に出てきましたから。しかし夫は愛人を柵んでいました。「名前をｌＩｌｌくのもいや
だ」と言っていました。
4０（初めて訪ねた時）アリョーナは私をひどく邸りました。「あんたには頭がついてないのかれ？
自分を誰と結びつけたんだい？あんたは（自分で自分を〉滅ぼしたんだ。彼とは子どもをつくる
んじゃなくて、走って逃げなきゃいけなかったのに！」楓はアリョーナに夫の写真を見せました。
彼女は夫をひどくltMiいました。「(彼の顔は）見るに耐えない。ああ、あんたにはどれだけ（呪いが）
かけられていることか！」彼女は私にとても良くしてくれました。息子の二ともかわいがってくれ
－１４８－
て、何度も助けてくれました。
４１彼が出て行った時は本当につらかったです。私は魁子たちを連れてアリョーナのところに行き
ました。下の息子はまだ８歳でした。彼女は言いました。「あっちの方(愛人）がいいっていうなら、
ほっとけぱいいじゃないか。それともあんなクズが惜しいのかい？まだ苦しみ足りないとでも言
うのかい？」今となればわかりますが、当時はアリョーナにひどく腹を立てました。私を助けてく
れなかったので。いつも夫を取り戻してくれたのに、その時は蒙庭を取り戻すのを助けてくれなか
ったのです。彼女は言いました。「あちらで恐ろしく強い「乾きの呪い』がかけられている。ベッド
と風呂･10に。もし取り返そうとしたら、夫は耐えきれずに死んでしまうだろう。そしたら彼はあん
たのものにも、愛人のものにもならなくなっちまうよ｣。
紙面の都合｣二省略するが、この頃ナターシャの隣人の息子が殺されるという１１F件が起こる。ナターシャ
はアリョーナーばあさんに軌んで犯人探しをしてもらい、犯人のジプシー野性ふたりをつきとめる。アリョ
ーナは犯人たちに悪いことが起こるように呪術をかける。しかしナターシャは、そのせいでジプシーに恨
まれ、家庭を壊す呪術をかけられていると考えはじめる。
４２私を夫と別れさせようとした人は他にもいます。たぶんジプシーです。毎年春に（雪がとけた
後)、私は熊手を持って鎌の周りを掃除します。自分の所もそうでない所もみんなきれいにします。
ところがうちの部屋がiiiしているところには、どこもかしこも壁際に、毎年割れたガラスが撒き散
らされているのです。【１：あなたの生活に偽をつけるためです｡】そうなんですか。剃刀も見つか
ります。寝室の横と窓のところにありました。剃刀は戸口にもnmかれていました。どれほどの不幸
に見舞われたことでしょう！夫は３年11Mこちらとあちら（愛人宅）を行ったり来たりしていまし
た。彼はうちへ帰って来ては泣いて私に頼むんです．「ブーターシャ、助けてくれ。あそこに住みたく
ないのに足があっちへ行ってしまうんだ。俺がどんなに苦しいかわかるか？心は家にあるのに足
はあっちへ行ってしまうんだよ！」
４３私は泣いてばかりいました。どうしても家に入れませんでした。（助けてくれる人を）探し回
り、ありとあらゆる人を訪ねました。ジプシーの所にさえ行きました。仕:４Fも失い、何もかもうま
くいきませんでした。妹が見かねて、あるばあさんの所へ遮れて行ってくれました。ばあさんはナ
イフで私の手をこんな風にして言いました。「あんたに道を開いてあげよう。せめて仕珈が見つかる
ように｣。その後、すぐに仕事が見つかりました。
夫が愛人の元に去ってからは、ナターシャは３人の子どもたちと荘らした。離蛎当時、下の息子はまだ
芯歳だった。子どもたちはナターシャが幸せにｵ占れるように、河端を勧めている。離蛎後、ナターシャは
数人のH1性と知り合うが、いつも何かに邪魔されているよう滋感じがしてうまくいかない。しかし雌近新
たにひとりの男性と知り合い、いい感じだと言う。彼女は幸せに711：れることを夢見ている。しかしやはり
どうしても乗り越えられないものに遮られていると感じている。
離蛎後・子どもたちにも悪いことが吹々と起こった。優男は結蛎して子どもがひとり生まれたが、数年
で離蛎。娘もまた離蛎し、その後全く〃性が寄り付かない。娘自身苦しんでおり．自暴自棄気味だという。
ナターシャは娘の頼みで、高額の料金を取る超能力者のところにも行っている。
－１４９－
４４孤独の呪いはまだ誰も私から取ってくれません。－体どれだけの人の所にi１１つたことでしょ
う？（呪術を知っている人のうちで）私が行かなかった所はありません。（孤独の呪いは）私から
子どもにいっているようなのです｡夫は後になって､この呪いをかけたのは自分だと告白しました。
夫は３年間行ったり来たりしていました。最初、私は家庭を守ろうと思いました。子どもには父親
が必要ですから。それに私自身、彼なしには生きていけなかったのです。私はドレヴリヤンカ村に
彼を探しに行きました。探して、（帰って来てくれるよう）頼みました。私は村中探し回りました。
連れ戻すためにです。それなのに彼は私をまるで犬でも追い払うように、憎々しげに蹴飛ばしたの
です。私をあざ笑い、侮辱しました。私は自分を許すことができません。彼の前で一度、ひざまず
いたことさえあるのです。【Ｉ：ナターシャ、誰を許すかって、まず誰よりも自分を許さないといけ
ません。自分を許そうとしてみてください。少しは楽になるはずです。あなたは最初の人１１Mでも最
後の人間でもないのです。これまでどれだけの人がこの世に生きたことか｡】でも私は当時、彼に仕
返しをしたいと思いました。本当です、彼に悪いことが起こって欲しいと思ったのです。【Ｉ：自ら
を許しなさい、許しなさい。まず自分自身を許すべきなんです。あなたは善良な人です｡】
４５私は教会に行って、司祭様にすべて話しました。「夫からひどい仕打ちを受けたんですね」「そ
うです、ひどい仕打ちでした。つらかったです。でも夫なしには生きていけません、耐えられませ
ん｡夫がいなくては家に入れません｣｢神はこれ以上あなたが耐えるのを良しとされなかったのです。
あなたを哀れんで、夫から引き離して下さったのですん【Ｉ：素晴らしい司祭さまだ！】「待ちなさ
い。神が代わりに最良の人を与えて下さるでしょう｣。私は尋ねます。「ではどうして二れほどのりIii
みに耐えなければならなかったのですか？」「これらすべてを耐えるように定められていたのです｣。
私は時々教会に通いました。特に悪いことが起こる時にはでず。うまくいっている時には忘れてし
まうのですが。
４G子どもたちに悪いことが起こったのは残念です。娘は２年で離蛎しました。息子の結幡式では
夫は私に言いました。「結蛎式なんかしても無駄さ。２年で別れることになるんだから｣。息子夫婦
は３年で別れました。全くうまくいかなくなって。最初はうまくいったけど、突然すっかりだめに
なってしまったのです。家でも悪いことが起こりました。後になって夫は私に告白しました。「許し
てくれ。クロシノゼロのばあさん（ひどく邪悪だとの評判の呪術師）の所に行って、おまえが俺以
外の誰にも必要とされないようにしたんだ｣。まさにその通りでした。彼は言いました。「いつか再
婚できるなんて思うな。俺はおまえが一生孤独でいるようにしてやったんだ。そのために必要だっ
たのはな、ナターシヤ、砂糖２かけらと人参の葉っぱ、それだけさ｣。－体それでどうやったのかわ
かりません。
４７（kL子に悪いことが続いたので）ノーヴイエ・ペスキーのゾーヤ・ゲオルギエヴナ（３章で紹
向Ｌ介した窓辺で水の主Iこ手を振るばあさん)の所に行きました。彼女は柄杓に水を汲んで見ます。【Ｉ：
そうなんです。彼女は蝋燭も何も使いません。柄杓に水を汲むと、すべての問題がすぐに見えるの
です。日本の問題でもわかるぐらいです｡】彼女は水を汲んで見ました。とたんに顔色を変えて、何
－１５０－
ともいえない表情をしました。「ゾーヤ・ゲオルギエヴナ、私に何か悪いものがあるのですか？」彼
女は「ああ、何てこと、何てこと！」と言うばかりです。お祈りまで始めて、それから言いました。
「何とまあ､あんたには恐ろしい呪いがかけられている！」「孤独の呪いですね。知っています」「で
も心配しなさんな。独りになることばないから。あんたのそばには誰かが立ってる。でも呪いは強
いね。あんまり強くて、あんたの娘に落ちている｣。娘は私のせいで別れてしまったのです。彼女は
続けました。「娘に落ちた孤独は、息子にまで行ってしまった」【Ｉ：つまり（呪いは）女系でより
強く伝わるのですね？】そのようです、母親から強く・私は熱れます。「取ることはできますか？」
彼女は何も言いませんでした。「後で」と言ったきりでしたｅ私は言いました。「何か不穏なものを
感じるのです｡何かを感じるんです。うちではすべてが壊れていくし、すべてがうちから１１}て行く。
何もかもうちから出て行くんです。いくら働いてもお金はいつもないし、私は病気ばかりです」「ま
だ言うつもりはなかったんだけどね、あんたのうちは銭だらけだよ。あとで箒を持ってきなさい。
家族みんなの靴に塩をひとつまみずつ入れなさい。そしたら私が解いてあげよう｣。鍋は夫が最後に
ニニに住んでいた頃にはもういたようです。家に入ると何かくすぐったい感じがしていたのです。
今考えると、大量の鍵がウジャウジヤと体を這っていたに違いありません。【Ｉ：鏑は目に見えない
んですね。見えなくて良かった。しかし本当に恐ろしい！】ええ。でもどうして（超能力者の）ナ
ジェージダ・ニコラエヴナやアリョーナばあさんは助けてくれなかったのでしょう？一体誰がこ
んなことをしたんでしょう？【Ｉ：私は、ひとりの人間にすべてが見えるわけではないと思うの
です。すべてを与えられるわけではないんです｡】ひとりの人111]にはあることが兇えて…【Ｉ：他
の人には他のものが見える、そうです｡】ゾーヤ・ゲオルギエヴナはとても良くしてくれました。「私
が生きているllIjはうちに来なさい｡娘さんがうまくいくようにしてあげよう」と言ってくれました。
４－５溺死者の捜索
呪いは一種の生き物のようにとらえられている。祖母にかけられ、叔父コーリヤにかかった呪いは．彼
が溺死した後にナターシャの妹に移ったという。以下では、妹の夫とその兄弟が溺死した際に、どのよう
に遺体を捜したかが語られている。結局躍後に、神の力で遺体は戻ってくることになる。
４８私の妹のI児いも（ゾーヤ・ゲオルギエヴナに）取ってもらいました。【Ｆ：妹さんに呪いをか
けていたのは誰ですか？】溺死した＝一リヤから妹に移ったのでしょう。呪われた人が死ぬと、呪
いは移る先を探しますから。妹は最近再塒しました。妹の簸初の夫は溺死しました。兄弟のイワン
と溺れたんです。４年iiiのことです。ふたりは実鏡の母親のところに三位一体祭･'1の前夜に帰って
いました。この夜は決して誰も湖には出ません。ところが彼らは行ったのです。漁師はみんな陸に
上がっていたのに。私に（ふたりが帰らないと）趣話がかかってきました。風の強い日でした。た
ぶんどこかでエンジンが故障したのでしょう。もうふたりは生きていないだろうという予感がして、
背中に冷たいものを感じました。私は（超能力者の）ナジェージダ・ニコラエヴナに電話しました。
彼女はなかなか答えようとしませんでした。「ふたりはもう生きていません」「見つかりますか？」
－１５］－
「ええ、見つかります。でもI】ｻﾞｌ１ｌＩがかかるでしょう。兄つかるといっても…これ以上何もⅡ}lかない
で下さい。何も答えられません｣。みんな探しに探しましたが、見つかりませんでした。あらゆるこ
とをしました。私の職場の１１蝿医師は、イコンを湖に沈めるのがいいと言いました。母親は脈Iiill湖に
紅茶を運びました。どれもこれも試しました。でもどうしても見つかりませんでした。
４９ところでヴォド画ゼロにニーナ・イヴァーノヴナというばあさんがいるのですが、jUlって潰す
か？【ｌ：ヴオドロゼロに？知りません｡】良いばあさんです。じいさんと暮らしていて、もう
かなりの歳です。人のためにたくさん良い二とをしていまリー。私は妹とニーナ・イヴァーノツナの
所に行きました。【Ｉ：(１１を教えてくれましたか？】彼女は「純をH1忠しなさい」と誘いました。と
ころが妹は、「怖い、そんな二とできない。私に悪いことが起こるかもしれない」と言います。私だ
ってもちろん怖いです｡ばあさんは言いました.「怖がることばない｡悪いことにはならないから｣。
【Ｉ：悪いことが起こるIまずありません｡】彼女は高います。「ただ誰にも言わないように。すべて
が終わったら言ってもいいけれど｣。他にも何かしてくれていたのかもしれません。ばあさんは前う
には、「ふたりは魔物にlVlじ込められている。繩をⅢ趣して、人が迦らないと二ろに立っている木を
選びなさい。誰かがIMUを解くことがないように。さもないとあんたに悪いことが起こるよ。純を木
。ＦＴＰ
に巻いて結び目を作りながらこう言いなさい｡『我はll1｢も(1M;大なるＪ尚も崇ifiiなる悪魔の甥ﾒLを縛る、
縛りあげる。○○をｘｘで凡つけ給え、彼をlii}し給え'理』｣。すぐに行ってその通りにしました。私
は心の中で言いました．「主よ、もし私がしているのが恐いことだとしてもお許し1§さい、お紋い下
さい。一度にふたりの｡ｕ子を亡くして苦しんでいる趾親がいるのです｣。結び目は１「'ひとつです。
もし見つからなかったら２日目にふたつ目の結び目を作ってIMIえ、３日F1に３つ目の結びI]を作る。
屯し【Ｉ：水の主には何もしないのですか？】しません。【Ｉ：恕魔にだけですか？】「H26IlIk大なる、
蛾も崇高なる悪魔の…」【Ｉ：私なら怖くてできなかったでしょう｡】怖かったです。でもIyhはみん
ながかわいそうだったのです。もし私に悪いことが起こるなら起二れぱいい、他の人が楽になるな
ら、と思いました。「彼（死報）は岸のすぐそばにいて、あんたたちみんなを見てる」とirわれてい
たのですが、その』、りでした'３．３回これをした後すぐに妹の夫は見つかりました。私はイワンの
ためにもしましたが、いくらやってもだめでした。イワンが兇つかったのは１ヶ)l後のことです。
母親が見つけて引き」あげました。もう疲れて誰も探すのをやめていました。見つかったのはイワン
の日（６月２４ｐ）でした。【Ｉ：何と１イワンの'1に児つかるなんて」ええ、イワンのLlに岸
に流れ着いたのです01。
５．結語に代えて
ナターシャのilliりはまだ緋くのだが、今回はこれで終わりにしたい。私たちが彼女の家を１１}たの
は深夜１２時を過ぎてからだった。祖母の代から始まり、ナターシャー家を不幸にしたIﾘﾑいの鮒であ
った。ナターシヤは今も「孤独の呪い」に怯えている。呪いの遮鎖を断ち切り、子孫にまでI兇いが
伝わるのを防ごうと、知っている人を探し回っている。彼女は111母がシベリアから持ちｈＩ｝ったイコ
－］５２－
ンを大切にしていて最初に私たちに見せてくれたが、彼女はそれが祖母を導いて苦境から救い出し
たように、自分を導き、道を見つけてくれることを願っている。
イリイチの発言は、民族学のフイールドワーカーとしては批判されるべき部分が多い。しかし、
もしも私がひとりでナターシヤのところへインタビューに行っていたとしたら、ナターシヤはこれ
ほど語ってくれただろうか？彼女がこのように語ったのは、イリイチが「呪術師」でもあり、苦
しみから救ってくれるかもしれないという思いもあったからではないだろうか？３章に述べたよ
うにふたりが知り合ったきっかけは、母親からイリイチのことを知らされたナターシヤが、助けを
求めて彼に辿絡を取ったからなのだ。フランスの、園地僻で調査を行い、どのようにして妖術の言
説に入り込むようになったかを記述したファヴレーサーダは、病人にインタビューして病気につい
ての詳しい語りや、誰を疑っているのかを聞くうちに、自分が治療者として期待されているのに気
づく。そこでは妖術について語ることができるのは、何らかの関わりを持った者、つまり妖術をか
けられた者か、妖術師の嫌疑をかけられている者か、妖術を解く役割を引き受ける者だけだった
[Favret=Saadal980：16-17]･カレリアにおいて、呪術について語るのは必ずしも上記のような者
のみとは限らないが､この三者のうちのどれかとしてなら呪術の言説に最も入りやすいことは確か
である。イリイチは自分が採集地の伝統を少々壊していることを意識しつつも、目の前に困ってい
る人がいれば、自らの持つ知識の力を信じるがゆえに、それを用いて助けずにはいられない。だか
らこそ、彼にはより多くの語りの採集が可能なのである。
ナターシヤの諮りは、これまでのロシアの民族誌資料にはないｊｕ力でUll<者にせまってくる。彼
女の語りを切り取り、従来の方法にならって吹のような資料にすることもできる。「頭痂の呪い：頭
痂を起こさせたいと思う相手の頭に結ばれていたリボンを取り、死体に結びつける｣。「頭；iiの拾し
方：病人の母親が食小をした後、テーブルクロスに落ちたパン屑をはらわないでおく。棚に水とそ
のクロスを入れ、病人の服を脱がせて座らせ、お祈りを唱えながら上から下まで洗う｣。しかしこの
ように切り取り、前者を呪いの項目へ後者を民Illj療法の項目に別々に入れてしまったとすれば、
実に多くのものが失われるのは明らかである。一方、ナターシャの語りで頭痂は次のようなつなが
りを持っている。祖母の再婚_彼女とカーチヤ叔母さんの不和→カーチヤ叔母さんの祖母への呪い
_それが偶然コーリャにかかることによるコーリヤの溺死→コーリヤの遺体を結ぶのにナターシャ
の頭のリボンが使われる→頭痛のはじまり→夢に出て来てナターシャを呼ぶコーリヤ→家に入れな
いという状態_オーリャばあさんとの出会い一そしてテーブルクロスを使って洗うというところで
やっと終わる。湖の泥の中で唇を噛みしめて立っていたコーリヤ、血が滴るコーリャの溺死体…
これらは彼女の頭捕がいかに異常で恐ろしいものであったかを示す証拠でもあったのだ。しかも物
語はこれで完結しているわけではない。なぜなら、コーリヤの墓穴に帽子が落ちたことがその兄ユ
ーラの死の原因となり、またニコーリャが溺死した後、彼にかかっていた呪いがナターシャの妹に行
くというように、語りは多くの枝莱を持っている。そして未来に起こる出来事も何かのきっかけで
過去の物語と結び付く可能性を秘めている。断片的情報から再榊築され提示された従来の世界観か
－１５３－
らは、呪術の世界はまるでひとつの完成した世界として存在しているかのように見えた。しかし実
際には呪術は口から口へと語り伝えられ、そのたびに新たな解釈が生まれていくのである。
彼女は自分と家族にかけられた呪いについて語った。どんなに苦しんだかを語った。彼女は以前、
神も呪術も信じていなかった。なぜなら当時そういうことは隠されていたし、信じられていなかっ
たからだ。ナターシャはカーチヤ叔母さんや姑への恨みを語った。しかしそれは同時に、「真実」を
隠していた社会主義への恨みをも語っていたのではないだろうか？ナターシャの語りがこんな風
に聞こえてきたのは、帰国して何度も語りを聞いてテープを起こしてからだった。彼女は２２段落で
何も信じず、当時そういうことが隠されていたために呪いにかかってしまい、「私たちはどうしてこ
うなのでしょう」と言っている。文脈から「こう」の中身を汲むとすれば、「私たちはどうしてこう
愚かだったのでしょう」である。何も信じなかった愚かな社会主義時代。ここまできて、私の思い
はイリイチにかえっていく。「間遠い」に気づき、共産党を離党し、「呪術師」になったイリイチに。
現在呪術について語られる時、そこには社会主義時代へのアンチテーゼも含まれているのではない
か？呪術に関する語りから、ロシア人が今、社会主義時代をどういうものとして振り返っている
かも見えてくるのではないだろうか。ナターシャの語りはこのような問題を考える手がかりともな
るだろう。これまで過去の残存に過ぎなかった呪術の世界が現代を写し出すものとして、徐々に私
の前に違う姿を見せ始めた。
５．付記
コンスタンチン・ローギノフ氏(IC・IC.ⅡorImoB)には、調査に関して多くの助言をいただいた。チ
ェルヴャコフ夫妻(０.BHHwepBHKoBLu)、エレーナ・ホーロドヴァ氏(E､XoJIoHoBa)をはじめとす
るヴォドロゼロ国立公園(B０瓦JIo3epcKIIiiHaImoHaJILHLIiinapK)の皆さんにも、調査の際大変お'1上
話になった。また、エレーナ・ミハイロヴァ氏（Ⅱ.Ａ,MHxaiiJIoBa)、ナターリヤ・マザーロヴァ
氏(ＨＥ・Ma3aJmBa)、ナジェージダ・マイコヴァ氏(Ｈ､Ｂ・MaiiKona)にも準備段階でお世話になっ
た。本稿執筆にあたっては、エレーナ・キリチェンコ氏(E,HKHpHⅥeHKo)にテープおこしを手伝
っていただき、高倉浩樹氏には大変丁寧なコメントをいただいた。ここに記して深く感謝申し上げ
る。そしてナターシャとその家族の健康と幸せを心から祈る。
注
１復活祭前の洗足木晒ロ。過越祭の前日にイエスが弟子の足を洗ったことにちなむ祝日。
２ロシア人の名は、個人名、父称、姓の３つから成る。イリイチはイリヤーの息子の意。
３本稿では「知っている」という言葉が、呪術を知っている意味で使われている場合、強調点を
打つこととする。
４１７世紀後半にロシア正教会で行われた典礼改革（ニコンの改革）を拒否し、正教会から分離し
た分派の総称。
５カレリア及びヴオドロゼロの歴史については、［Bo八no3epclcmil995］
－１５４－
､/vodlozerqlindex-a･llmLを参照。
６コルホーズの出張でシベリアにも家畜を追いに行ったとのことだが、この話の詳細は不明。
７ソビエト時代になってIMI鎖された礼拝堂か。ちなみにヴォドはゼロ地域では、ほとんどすべて
の礼拝堂が穀物貯蔵庫にされた。
８例えば敬居の下にこっそり針やゴミなどを価いて、その家に不幸をもたらす呪術があるが、こ
こではその菰の呪術のことを言っている。
９苦しめたいと思う相手の服の切れ端や髪などを手に入れ、それを風もないのにキーキーと音を
立てて1liLんでいる木の根元に埋める呪術。軋んでいる木は苦しんでいると考えられている。根
元にn分の持ち物を埋められた人は、木と同じように苦しむようになる。これを解くためには
木を切り倒し、呪物を掘り出さなければならない。
１０呪いを他の人に解かれると、呪いは呪いをかけた人自身にかえって行くという信仰がある。カ
ーチャ叔母さんが呪いをかけていた証拠として、彼女が盲目になったと語られている。
１１国際婦人デー。１９１０年、第一次世界大戦をIiiiにコペンハーゲンでＭ１かれた第２回国際社会主義
婦人会議で、クララ・ツェトキンらが女性の統一行動日として提案したもの。ロシアではこの
日は妻、母、同瞭など、身近な女性に花やカードなどをＭＷり、盛大に祝う。
１２灰、炭は呪術行為によく使われる。２３段落では、あるばあさんが炭を使ってナターシヤの胸の
端療をしている。
１３「夜に犬が吠えると死人がでる」maJL1993：１冊586］という言い回しがある。犬には人間のI］
に見えない死神が見えるとも言われる。
１４溺死者が岸に戻るように行う儀礼につb､ては４９段落で詳しく語られている。
１５ナイロンのような素材.の薄くて硬めのリボン。
１６ヴオドロゼロを含む地区の中心地。
１７民間に広まっているｿ丙名で、直訳すれば「驚き｣。泣いてばかりいる、眠らない、震えたりども
ったりする、成長が止まる、ひきつけを起こす、おびえるなどの症状があると、イスプグだと言
われる。イスプグは驚かされるようなことがあったり嫉妬されたりした場合に、または縮霊のせ
いで起こるとされる[Cﾛ[1995.：ｌ酢424.426]ｏ
１８ロシアの民俗において、針は様々な呪術に使われる。呪いをかけるのに使われることもあれば、
お守りとされることもある。また、魔女などは針に変身することができるという信仰もある。イ
リイチは針を刺すことで呪いをかけることができるという信仰を念頭にI吐いて質問している。
lg子どもが父親に愛されるように竿の目的で新生児を父親の古いシャツでくるむ習慣[ⅡoTzIIIOE
1993:４１]が、少なくともカレリア地方の他の村にはある。ナターシヤは知らないようだが、姑
はこの習慣にならってポロを子どもに蒜せた可能性がある。
２０手渡すという行為によって、呪いやj匝などが物と共に一方から他方に伝わるという信仰がある。
たとえば備りたお金を返す時、手渡してはいけない。一旦机に腿いたものを受け取る。そうしな
ければ､お金を波したlUlの財遮が相手に移って困窮するようになるからである。ナターシヤは石
鹸と共に呪いを受け取らされたと考えている。邪悪な意図を持っている人と握手することも、同
様に危険とされる。
２１石鹸を石鹸箱に入れて渡すのは死の呪術。「石鹸箱の中の石鹸」と「棺の中の死体」のアナロジ
ーによる。
２２りしいが解けた後は長いilIl眠ると考えられている。呪いであったことの証明としてナターシャは
語っている。
－１５５－
２３邪視されたと考えている。邪視とは、人や物に災いをもたらす超自然的な力をもつ視線のこと。
2４おそらく、雪がとけて流れるように耳から流れ出せ、というように、雪と耳だれを関連付ける
呪術を想定している。
２５愛の呪術のひとつ。「乾きの呪いnpIIcymKa」と呼ばれる。真夜中に恋させたいと思う人と同名
の人の墓から土を一握り取って、呪文を唱えながら風に向かって投げる。するとその人は激しい
恋に陥り、乾いていく、つまりやせ細っていく。マルーシヤばあさんは、夫がナターシャから離
れないように、基に行ってこの呪術を行おうと言っている。
２６写真が踏まれることでナターシヤが苦しむと考えている。
２７ペトロザヴォーツク近郊のヤールグバ在住。すべてを見通す力があるとナターシャは語った。
後にジプシーの話題の箇所で、また登場する。
２８痴呆症状だと思われるが、森は魔物の住む世界なので、悪いことをした姑が仲間の魔物に呼ば
れたとナターシヤは解釈している。
２９お茶、クラウドベリー、ワインなど、姑が夫に与えた食物には呪術がかけられていたと考えて
いる。
30ペトロザヴォーツク在住の４０代半ばの女性超能力者。日本人ミュージシャン喜多郎の音楽など
を患者に聞かせながら、手から発するエネルギーで治療する。
３１前述の愛の呪術。文脈からしてこれをかけたのは姑であろう。別れさせたがっているのに愛の
呪術をかけるのは矛盾しているようだが､愛する者と一緒にならなければ死に至ることさえある
と考えられているので、姑がナターシヤにかけてもおかしくはない。
３２妬みのこもった目で見られると、悪いことが起こると信じられている。
3３結ぶことは、しばしば呪術的行為として行われる。ナターシヤは、何らかの不吉な呪術が行わ
れたと弩えている。
３４杭を打ち込むことは、留まらせておくという意味合いを持つ象徴的行為である[CⅡ:Ⅱ-528]。そ
こから考えると、杭を引き抜くことは、夫が立ち去ることを促す類感的な呪術であろう。
３５素手で呪物を触るのは危険とされる。夫はこれを素手で持って捨てたせいで、出て行くことに
なったとナターシヤは考えている。
３６身代わりとして枝箒を差し入れ、こうすることで自分を呼ぶ魔物を輻す。すると自殺せずにす
む。
３７ゼレーニンによると、葬送儀礼において死者を運び出した後に床を洗う習慣があるが、これは
死者が掌に戻ってこないようための呪術的行為である[3③JIelimll991:349]。
３８「乾きの呪い｣。これは愛の呪術であると同時に死に至らしめる呪術でもある。
３９「冷やしの呪術oTcTyⅡa」と呼ばれる、夫婦を別れさせる呪術。
doおそらく夫の足跡から採った土か夫の身につけていた物を風呂小屋の火で乾かすという、類感
的な呪術。
４１復活祭の５０日後に行われるロシア正教の祝日。
4２こうすると、睾丸を縛りあげられた悪魔は揃がって、閉じ込めている者を仕方なく開放する。
４３つまり何度もすでに探した岸辺で見つかった。このIll:と別のIlt界との境が「閉じられて」いる
と、近くにあっても見えない。
４４ロシア人のziHiiiIは普通ロシア正教の聖人の名から取り、誕生日の他に守護聖人の祝日（名のロ
と呼ばれる）も祝われる。ここでは守護聖人イワンがイワンの遺体を取り戻してくれたと考えら
れている。
－１５６－
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